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旧
校
友
会
倶
楽
部
に
接
続
し
て
瓦
葺
二
階
建
一
棟
、
付
属
室
二
棟
か
ら
成

る
卒
業
生
倶
楽
部
が
新
築
さ
れ
た
。
こ
れ
は
開
校
満
二
十
五
年
紀
念
式
に

際
し
卒
業
生
に
し
て
本
校
に
在
職
す
る
者
三
十
名
（
白
井
雨
山
、
和
田
英
作

ら
が
中
心
）
が
他
の
卒
業
生
た
ち
に
呼
び
か
け
て
卒
業
生
賛
助
会
を
作
り
、

寄
附
金
を
集
め
て
建
設
し
た
も
の
で
、
集
会
娯
楽
、
地
方
在
住
卒
業
生
の

宿
泊
所
等
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
彫
刻
撰
科
卒
業
生
後
藤
良
が
こ

こ
に
居
住
し
て
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

六
、
旧
校
友
会
倶
楽
部
の
修
飾

旧
校
友
会
倶
楽
部
は
総
檜
造
り
約
百
坪
の
建
物
で
、
ビ
ゲ
ロ
ウ
が
桜
井
敬

徳
阿
閑
梨
の
た
め
に
建
て
た
も
の
を
明
治
二
十
四
年
に
岡
倉
覚
三
が
本
校

校
友
会
の
た
め
に
譲
り
受
け
て
移
築
し
、
日
本
青
年
絵
画
協
会
第
一
回
展

を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
展
覧
会
が
開
か
れ
た
由
緒
あ
る
施
設
で
あ

る

が
、
明
治
三
十
四
年
一
月
に
至
っ
て
校
友
会
は
こ
れ
を
本
校
に
寄
附
。
以

後
会
議
室
と
称
さ
れ
た
。
校
友
会
は
今
回
の
式
典
に
際
し
て
卒
業
生
賛
助

会
と
提
携
し
、
校
友
会
積
立
金
よ
り
千
五
百
円
を
支
出
し
て
玄
関
を
改
造

し
、
欄
間
を
作
り
、
格
天
井
を
張
り
、
建
具
の
不
足
を
新
調
し
、
畳
を
入

れ
、
敷
物
を
敷
き
、
電
灯
を
備
え
る
な
ど
し
た
。

七
、
紀
念
植
樹
会

本
校
会
計
掛
（
主
任
高
田
松
男
）
の
発
起
に
よ
り
起
こ
っ
た
会
で
、
そ
の
呼

び
か
け
に
よ
り
国
内
国
外
の
職
員
や
卒
業
生
た
ち
か
ら
樹
木
の
苗
や
金
員

が
送
ら
れ
、
校
内
各
所
に
桜
、
檜
、
杉
、
樅
、
銀
杏
、
桐
等
の
苗
木
が
植

え
込
ま
れ
、
緑
豊
か
な
景
観
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
正
三
年
四
月

よ
り
同
五
年
三
月
ま
で
の
同
会
事
業
報
告
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月

報
』
第
十
五
巻
第
一
号
に
同
年
四
月
よ
り
大
正
八
年
三
月
ま
で
に
つ
い
て

は
同
誌
第
十
八
巻
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
購
入
樹
木
の
種
類
、
寄

贈
者
、
植
付
場
所
等
々
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
カ
デ
ミ
ー

・
オ
プ

・
デ
ザ
イ
ソ
等
で

⑤

岩
村
透
の
外
遊

（辞
臓
、
死
去
）

岩
村
透
は
明
治
三
年
一
月
二
十
五
日
東
京
生
ま
れ
。
父
は
岩
村
高
俊
。
岩
村

通
俊
、
林
有
造
を
伯
父
に
持
つ
権
門
の
出
身
で
明
治
三
十
九
年
に
男
爵
と
な
っ

た
。
は
じ
め
慶
応
義
塾
幼
稚
舎
、
同
人
社
予
科
、
青
山
英
和
学
校
で
学
び
、
明

治
二
十
一
年
渡
米
し
て
キ
ン
グ
ス
ト
ン
市
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ

・
セ
ミ
ナ
リ
ー
美
術

科
、
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同

〔大
正
〕

同
―
―
一
年
三
月
三
十
日

六
級
俸
下
賜

文
官
分
限
令
第
十
一
條
第
一
項
第
四
琥
二
依
リ
休
職

学
ん
だ
の
ち
、
同
二
十
四
年
。ハ
リ
の
ア
カ
デ
ミ
ー

・
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
入
学
し
て

ア
ド
ル
フ

・
プ
グ

ロ
ー
、
ガ
プ
リ
エ
ル

・
フ
ェ
リ
ニ
ー
の
も
と
で
絵
画
を
修
業

し
、
そ
の
間
に
イ
タ
リ
ア
ヘ
旅
行
。
ま
た
、
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
と
知
り

合
っ
た
。
同
二
十
五
年
帰
国
。
翌
二
十
六
年
よ
り
青
山
学
院
の
図
画
教
師
と
な

り
、
同
―
―
―
十
二
年
東
京
美
術
学
校
西
洋
美
術
史
授
業
嘱
託
（
森
鵡
外
の
後
任
）
と

な
っ
た
。
翌
三
十
三
年
九
月
に
は
依
願
解
嘱
と
な
っ
て

。ハ
リ
万
国
博
に
出
か

け
、
翌

――
十
四
年
二
月
に
帰
国
し
て
再
び
西
洋
美
術
史
（
九
月
よ
り
英
語
も
担
当
）

嘱
託
と
な
り
、
翌
三
十
五
年
四
月
に
教
授
に
昇
格
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
明
治
二

十
六
年
に
明
治
美
術
会
評
議
員
と
な
り
、
翌
二
十
七
年
か
ら
明
治
美
術
学
校
で

西
洋
美
術
史
を
講
じ
、
同
二
十
九
年
、
黒
田
清
輝
ら
に
勧
め
ら
れ
て
白
馬
会
に

入
会
。
翌
三
十
年
十
一
月
、
岡
倉
覚
三
と
対
立
し
て
東
京
美
術
学
校
を
辞
職
し

た
大
村
西
崖
が
『
美
術
評
論
』
を
創
刊
す
る
や
久
米
桂
一
郎
、
森
鴎
外
ら
と
と

も
に
こ
れ
に
協
力
し
、
同
誌
廃
刊
（
三
十
三
年
三
月
）
後
は
『
美
術
新
報
』
（
小

原
大
衛
主
宰
。
三
十
五
年
三
月
創
刊
）
に
協
力
し
評
論
を
展
開
し
た
。

教
授
と
な
っ
た
岩
村
は
、
明
治
三
十
七
年
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
の
用
務
を

兼
ね
て
渡
米
し
、
欧
州
諸
国
を
視
察
し
て
翌
三
十
八
年
帰
国
。
以
後
、
東
京
美

術
学
校
で
名
講
義
を
続
け
る
傍
ら
文
展
、
博
覧
会
等
の
審
査
委
員
を
つ
と
め
、

ま
た
、
著
作
に
従
事
し
た
。
そ
し
て
、
大
正
三
年
に
休
職
を
願
い
出
て
四
度
目

の
西
欧
遊
学
（
自
費
）
に
赴
き
、
帰
国
後
は
復
職
す
る
こ
と
な
く
、
同
六
年
八
月

十
七
日
に
死
去
し
た
。
岩
村
の
履
歴
書
（
本
学
蔵
）
の
大
正
三
＼
六
年
の
項
の
記

載
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
六
年
八
月
十
七
日

同
五
年
四
月

七
日

四
月
十
一
日

九
月
廿
九
日

向
ヒ
出
発
ス

卒
去

岩 村 透

マ
チ

蹄
朝
ス

休
職
滴
期
ノ
慮
在
官
十
三
年
以
上
二
付
年
俸
月
額
六

箇
月
半
分
下
賜

四
度
目
の
渡
欧
の
動
機
に
つ
い
て
清
見
陸
郎
は
『
岩
村
透
と
近
代
美
術
』

（
昭
和
十
二
年
。
聖
文
閣
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

抑
々
透
の
前
回
の
外
遊
は
、
明
治
三
十
七
年
か
ら
八
年
へ
か
け
て
の
事
で

あ
り
、
爾
来
九
年
の
歳
月
が
閲
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
の
間
フ
ラ
ソ
ス
を
中
心
と

す
る
欧
洲
の
美
術
界
は
、
新
印
象
振
の
後
を
受
け
て
後
期
印
象
派
が
勢
ひ
を

退
し
う
し
、
更
に
キ
ュ
ビ
ズ
ム

、
フ
ュ
チ
ュ
リ
ス
ム
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ム
と
、
矯
激
な
る
偉
統

破
壊
の
新
運
動
は
次
ぎ

/
＼
と
起
つ
て
、
斯
界
は

こ
4

に
根
本
的
革
命
の
大

波
に
揺
蕩
さ
れ
た
。
西
欧

の
新
風
を
追
ふ
に
急
な
る

わ
が
藝
苑
は
、
早
く
も
こ

の
傾
向
を
敏
感
に
受
容
し

七
ザ
ン
ヌ
、
ゴ

た
か
ら
、

ッ
ホ
、
ゴ
ー
ガ
ン

、

ヲ
命
ズ

願
演
ノ
上
向
フ
一
ケ
年
ノ
見
込
ヲ
以
テ
本
日
欧
米
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ス
等
の
名
は
呪
文
の
如
く
に
、
年
少
き
美
術
學
生
の
口
の
端
に
さ
へ
上
り
、

つ
い
敷
年
前
ま
で
は
聾
壇
の
中
堅
的
地
位
を
占
め
た
岡
田
三
郎
助
、
和
田
英

作
等
の
作
聾
も
、

一
概
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
と
し
て
新
時
代
か
ら
背
を
向
け
ら

れ
る
や
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

堅
宜
な
る
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
好
尚
の
上
に
立
つ
透
は
、
固
よ
り
か
4

る
軽

〔
侠
〕

跳
浮
薄
な
一
時
性
的
流
行
を
喜
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
機
會
あ
る
毎
に
、
彼
は

こ
の
新
傾
向
に
射
し
て
辛
辣
き
わ
ま
る
椰
捨
を
浴
び
せ
か
け
た
。
し
か
も
、

よ
し
さ
う
し
た
い
さ
意
味
で
の
守
菩
的
立
場
を
守
る
批
評
家
で
あ
る
に
し
て

も
、
尚
且
つ
彼
の
一
番
の
弱
み
は
、
足
久
し
く
欧
洲
の
地
を
踏
む
こ
と
な

く
、
直
接
最
新
の
運
動
に
就
い
て
目
賭
し
て
ゐ
な
い
事
だ
っ
た
。

あ
っ
ち

こ
の
意
味
か
ら
い
つ
て
も
、
是
非
彼
は
一
度
彼
地
へ
行
っ
て
来
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
た
。
そ
れ
に
病
氣
の
方
も
、
そ
の
後
相
菱
ら
ず
思
は
し
く

な
く
、
そ
の
療
養
の
た
め
に
も
、
海
洋
の
空
氣
と
全
然
米
食
か
ら
隔
絶
し
た

西
洋
の
生
活
こ
そ
、
最
も
望
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
深
思
熟
慮
の
末
、
彼
は

宜
に
二
週
日
の
間
に
、
こ
の
外
遊
の
事
を
決
し
た
の
だ
っ
た
。
旅
費
も
他
か

ら
仰
が
ず
、
私
金
を
以
て
し
、
た
ゞ
こ
の
た
め
滴
一
ヶ
年
の
休
職
を
美
校
に

願
ひ
出
て
許
さ
れ
た
。

清
見
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
美
術
批
評
界
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
岩
村

ほ
、
特
に
明
治
四
十
年
代
に
入
っ
て
高
村
光
太
郎
な
ど
を
筆
頭
と
す
る
若
手
批

評
家
た
ち
に
地
位
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
文
展
の
あ
り
方
に
疑
問
を
持
つ
若

手
画
家
た
ち
に
よ
り
、
大
正
元
年
に
は
ヒ
ュ
ー
ザ
ン
会
（
斎
藤
与
里
、
岸
田
劉
生

他
）
が
起
こ
り
、
翌
二
年
に
は
文
展
の
洋
画
部
に
第
二
部
設
置
の
運
動
（
石
井

柏
亭
、
有
島
生
馬
、
山
下
新
太
郎
ら
。
梅
原
龍
三
郎
も
協
賛
。
大
正
三
年
二
科
会
と
し

て
独
立
。）
が
起
こ
っ
た
。
岩
村
は
文
展
擁
護
の
立
場
で
そ
れ
ら
を
批
判
し
た

が
、
梅
原
や
有
島
は
、
岩
村
は
今
の
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
界
を
知
ら
ず
、
若
手

の
行
動
を
批
評
す
る
権
利
が
な
い
と
非
難
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
岩
村
に
と
っ

て
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
岩
村
は
糖
尿
病
の
持
病
が
あ

り
、
徐
々
に
悪
化
し
、
神
経
に
も
影
響
が
出
て
来
た
。
か
く
て
、
批
評
界
に
於

け
る
失
地
挽
回
と
病
気
治
療
の
た
め
出
発
し
た
の
で
あ

っ
た
。

岩
村
は
五
月
二
十
七
日
に
マ
ル
セ
イ
ユ
入
港
。
暫
く
。ハ
リ
に
滞
在
し
、
六
月

中
旬
に
英
国
へ
渡
っ
た
。
六
月
十
四
日
に
彼
は
『
美
術
週
報
』
の
同
人
に
長
い

手
紙
（
前
掲
書
所
載
）
を
寄
せ
た
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
美
術
學
校
の
美
術
史
講
義
の
材
料
と
し
て
、
幻
燈
映
甕
を
各
方
面
に
亘
つ

て
毎
日
撰
探
し
て
ゐ
ま
し
た
が
、
日
々
半
日
宛
費
し
て
、
漸
く
二
三
日
前
に

終
り
ま
し
た
。
全
罷
で
三
千
枚
買
入
れ
ま
し
た
。
此
幾
千
枚
と
い
ふ
板
が
チ

ャ
ー
ン
と
出
来
合
で
あ
る
な
ぞ
も
一
寸
驚
く
べ
き
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

無
論
其
内
に
は
最
近
の
印
象
派
な
ぞ
も
這
入
っ
て
を
り
ま
す
。
撰
揮
し
た
も

の
4
内
に
も
大
分
印
象
派
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
度
こ
そ
は
蹄
朝
し
て
、

此
完
全
な
映
甕
で
、

素
睛
ら
し
い
講
義
を
や
ら
う
と
、
今
か
ら
腕
が
（
否
、

ロ
が
）
唸
つ
て
ゐ
ま
す
。
此
元
氣
で
、
病
氣
の
欣
態
を
お
察
し
願
ひ
ま
す
。

呵
々

。」
「
近
頃
出
た
『
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
脈
よ
り
窯
質
振
へ
』
と
い
ふ
書
物
を
買

ひ
、
其
各
方
面
の
精
密
な
研
究
の
出
来
て
ゐ
る
慮
を
見
、
自
分
が
西
洋
美
術

史
の
講
義
な
ぞ
を
や
る
其
横
着
さ
に
汗
を
流
し
て
ゐ
ま
す
。
好
く
も
、
西
洋

美
術
史
の
話
な
ぞ
の
出
来
た
も
の
か
な
と
、
大
い
に
聡
ぢ
て
ゐ
る
繹
で
す
。

ァ
、
愈
々
員
面
目
な
勉
強
が
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
所
謂
『
勉
強
の
し
た
い
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で
あ
る
と
し
、

岩
村
が
こ
う
し
た
材
料
と
新
知
見
を
以
て
再
び
本
校
の
教
壇
に
立
っ
た
な
ら

ば
、
そ
の
名
物
講
義
は
一
層
生
彩
あ
る
も
の
と
な
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
帰
国

後
、
事
態
は
思
わ
ぬ
方
向
へ
展
開
し
た
。
つ
ま
り
、
彼
の
渡
欧
に
先
き
立
っ
て

正
木
直
彦
校
長
は
岩
村
の
渡
欧
資
金
が
潤
沢
で
な
か
っ
た
た
め
一
旦
俸
給
を
引

上
げ
て
か
ら
休
職
（
俸
給
％
支
給
）
と
し
、
ま
た
、
岩
村
が
帰
国
す
る
時
分
に

開
会
す
る
サ
ン
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
万
国
博
の
審
査
官
に
任
命
す
る
内
諾
を
当
局
に

取
り
付
け
、
学
校
の
経
済
に
余
裕
が
出
れ
ば
さ
ら
に
援
助
す
る
こ
と
を
約
束
し

た
。
正
木
は
岩
村
が
講
義
に
使
用
し
て
い
た
ス
ラ
イ
ド
が
明
治
四
十
四
年
の
火

災
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
新
し
い
ス
ラ
イ
ド
を
購
入
す
る
こ
と

も

依

託

し

た
。
と
こ
ろ
が
岩
村
は
滞
欧
中
に
三
女
芙
蓉
が
死
去
す
る
と
い
う
不
幸
に
見
舞

わ
れ
、
ま
た
、
七
月
二
十
八
日
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス

全
土
が
ド
イ
ツ
軍
の
侵
入
に
備
え
て
戒
厳
令
下
に
置
か
れ
た
た
め
、
予
定
を
変

更
し
て
半
年
足
ら
ず
で
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
変
更
で

あ
っ
て
、
彼
が
帰
国
し
た
と
き
の
『
国
民
新
聞
』
（
大
正
三
年
九
月
二
十
九
日
）
の

あ
あ

「唱

9
無
事
帰
国
安
否
不
明
の
邦
人
柑
四
名
熱
田
丸
に
て
入
港
今
朝
九
時

半
新
橋
に
著
」
と
い
う
大
見
出
し
記
事
中
に
あ
る
岩
村
の
談
話
を
読
め
ば
ョ
ー

ロ
ッ
パ
の
情
況
は
留
学
を
続
行
し
え
な
い
ま
で
に
悪
化
し
て
い
た
こ
と
が
推
察

で
き
る
の
で
あ
る
が
、
に
も
拘
ら
ず
、
こ
う
し
た
こ
と
は
官
僚
の
世
界
で
は
大

変
不
都
合
な
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
正
木
は
と
も
か
く
岩
村
の
復
職

手
続
を
と
ろ
う
と
し
た
が
、
当
時
の
専
門
学
務
局
長
は
、
美
術
学
校
の
学
科
の

教
員
は
な
る
べ
く
講
師
に
留
め
、
そ
の
分
実
技
教
員
の
待
遇
改
善
を
図
る
べ
き

ま
た
岩
村
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
内
容
の
講
演
が
官
立
学
校
の
正
教

時
分
に
歳
は
な
し
』
と
で
も
い
ふ
慮
で
せ
う
。」

受
け
た

る。

完

員
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
し
て
復
職
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
。
一
方
の
岩
村
は

講
師
で
は
不
満
だ
と
言
う
。
そ
こ
で
正
木
は
他
の
教
官
と
の
権
衡
を
保
っ
た
め

に
も
俸
給
を
少
し
下
げ
、
受
け
持
ち
時
間
（
岩
村
は
病
気
を
理
由
に
十
五
時
間
の
受

け
持
ち
時
間
を
五
時
間
に
減
ら
し
、
そ
の
分
を
森
田
亀
之
輔
が
補
っ
て
い
た
。）
を
も
っ

と
増
や
す
よ
う
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
岩
村
は
激
昂
し
、
本
校
と
の
絶
縁
を
宣
言

し
て
一
切
の
交
渉
を
打
ち
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
正
五

年
、
彼
は
国
民
美
術
協
会
を
動
か
し
、
あ
る
い
は
自
分
の
主
宰
す
る
『
美
術
週

報
』
誌
面
を
借
り
て
痛
烈
な
東
京
美
術
学
校
批
判
、
正
木
攻
撃
を
展
開
し
た
。

そ
の
発
言
は
時
に
は
常
軌
を
逸
す
る
激
し
さ
を
見
せ
た
が
、
そ
れ
は
あ
る
い
は

病
の
な
せ
る
業
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
翌
六
年
に
は
病
勢
悪
化
し
て
急
逝

し
て
し
ま
っ
た
。

大
正
六
年
十
月
十
七
日
、
上
野
精
養
軒
で
追
悼
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
岩
村

透
男
（
男
爵
）
記
念
美
術
講
演
開
設
の
提
案
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
。

翌
七
年
五
月
、
神
田
青
年
会
館
で
そ
の
第
一
回
が
行
わ
れ
て
以
来
随
時
開
催
さ

れ
た
。
岩
村
の
墓
は
神
奈
川
県
三
崎
の
本
瑞
寺
に
建
て
ら
れ
、
昭
和
五
年
八
月

に
同
寺
境
内
に
朝
倉
文
夫
作
の
岩
村
透
胸
像
が
建
立
さ
れ
た
。

な
お
、
昭
和
十
三
年
に
至
り
本
校
は
遣
族
よ
り
「
岩
村
透
原
稿
」
の
寄
贈
を

（
現
在
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
。
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ

「
欧
洲
中
世
美
術
史
講
話
手
記
」

一
東
京
美
術
学
校
二
於
テ
講
述

三
十
二
年
ー
三
十
三
年

一
東
京
美
術
学
校
二
於
テ
講
述

三
十
四
年
ー
―二
十
五
年

一
三
十
五
年
1
三
十
六
年

東
京
美
術
学
校
二
於
テ
講
述

復
興
時
期

〔
フ
ラ

ソ
ス

〕

仏
蘭
西
絵
画
史
完
―

イ

ソ
〕
〔
フ
ラ
ン

ド

ル
〕
〔
オ
ラ
ソ

ダ

〕〔
ド
イ
ツ

〕

杞

リ

ス
〕

m}
普
、

蘭
、

独
、

絵
画
史
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」

稿

完

「口
闘

5
話

五

芦

囮

幻

和
国
‘
仏
蘭
西
彫
刻
史
稿

「明治
三
十
六
年

独
逸
、
英
吉
利
彫
刻
史
稿
完
」

以
上
六
冊
は
本
校
に
お
け
る
西
洋
美
術
史
講
義
の
た
め
の
ノ
ー
ト
で
、

罫
紙
に
毛
筆
で
記
さ
れ
、
所
々
に
朱
字
や
英
書
か
ら
の
抜
き
書
き
が
付
さ

れ
て
い
る
。

「
以
太
利
建
築
史

原
稿
明
治
三
十七
年
一月綴
」

「
草
稿
明
治
三
十
六
年
四
月
」

「
草
稿
明
治
三
十
七
年
一月
」

「
原
稿
明
治
四
十
三
年
七
月
」

「
原
稿
明
治
四
十
四
年
三
月
」

「
原
稿
明
治
四
十
五
年
一月
芸
苑
茶
話
」

「
原
稿
大
正
一

1

一年十月
」

以
上
七
冊
は
『
美
術
新
報
』

等

へ
の
掲
載
用
原
稿
。
罫
紙
に
毛
筆
で
記

さ
れ
て
い
る
。

「
伊
太
利
建
築
史
原
稿
完
」

「
伊
太
利
彫
刻
史
原
稿
完
」

以
上
二
冊
は
『
西
洋
美
術
史
要
伊
太
利
建
築
之
部
」

（
明
治
四
十
四
年
画
報
社）、

『
西
洋
美
術
史
要
四
芦
f

彫
刻
之
部
』
（
同
三
十
八
年
同
）
の
原
稿
で
、
原
稿
用
紙

に
毛
筆
で
記
さ
れ
、
図
版
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

手
帖

明
治
四
十
二
年
の
メ
モ
帖
と
、
大
正
三
年
渡
欧
期
の
メ
モ
帖
各
一
冊
゜

台
東
区
立
朝
倉
彫
塑
館
に
は
岩
村
透
旧
蔵
書
約
二
千
部
が
収
蔵
さ
れ
て
い

完
」

る
。
大
部
分
は
洋
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
校
で
岩
村
の
薫
陶
を
受
け
、
岩
村
を

恩
師
と
し
て
尊
敬
し
て
い
た
朝
倉
文
夫
が
、
古
本
屋
か
ら
買
い
戻
す
な
ど
し
て

収
集
し
保
管
し
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
田
辺
徹
著
「
朝
倉
彫
塑
館

の
蔵
書
」
（
『
朝
倉
彫
塑
館
の
記
録
』
昭
和
六
十
一
年
。
財
団
法
人
朝
倉
彫
塑
館
）
に
お

い
て
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

鶴
田
機
水
死
去

⑥
 

本
校
助
教
授
鶴
田
機
水
（
図
画
師
範
科
日
本
画
授
業
担
当
）
は
大
正
三
年
五

月

二
十
八
日
に
病
死
し
た
。
機
水
は
本
名
幾
太
郎
。
明
治
七
年
に
山
梨
県
東
八
代

郡
石
和
町
に
生
ま
れ
、
同
二
十
八
年
九
月
本
校
に
入
学
。
同
三
十
三
年
日
本
画

科
を
卒
業
し
て
研
究
科
に
進
み
、
翌
三
十
四
年
四
月
千
葉
県
成
田
中
学
校
教
諭

と
な
っ
た
が
十
月
に
辞
職
し
、
川
端
玉
章
、
荒
木
寛
畝
、
山
名
貫
義
に
つ
い
て

日
本
画
を
研
究
し
た
。
同
三
十
六
年
九
月
に
本
校
西
洋
画
科
に
入
学
。
翌
一
―-
+

七
年
四
月
に
は
本
校
雇
（
助
教
）
を
命
ぜ
ら
れ
、
三
十
八
年
十
二
月
に
助
教
授
と

な
っ
た
。
雪
舟
に
心
酔
す
る
一
方
、
西
洋
画
の
技
法
も
研
究
す
る
な
ど
し
て
研

鑽
を
続
け
た
が
大
成
す
る
前
に
死
去
し
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』

第
十
三
巻
第
二
号
に
屋
代
欽
三
の
追
悼
文
と
図
画
師
範
科
錦
巷
会
員
、
本
校
生

徒
ら
の
追
悼
文
、
お
よ
び
機
水
の
肖
像
写
真
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
等
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
葬
骰
は
谷
中
天
眼
寺
で
五
月
二
十
九
日
に
営
ま
れ
、
郷
里
の
先
笙
の

側
ら
に
葬
ら
れ
た
。
翌
大
正
四
年
五
月
、
知
友
に
よ
る
追
善
画
会
が
上
野
松
坂

屋
で
開
か
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
四
巻

第
二
号
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
鶴
田
機
水
氏
追
菩
霊
會

東
京
美
術
學
校
日
本
甕
助
数
授
に
し
て
、
雪
舟
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